
13 2014.10.1　　池田市ホームページ  http://www.city.ikeda.osaka.jp/

【ギャラリーいけだ】
●糸で描く二つの故里－山本節代刺繍展－
●汪洋 洋画展
●布絵作品展（横関千恵子）
●猿渡士郎個展（絵画）
●出口彰水彩画展

10/1㈬～6㈪
10/8㈬～13㈷
10/15㈬～20㈪
10/22㈬～27㈪

10/29㈬～11/3㈷

10/1㈬～6㈪
10/8㈬～13㈷
10/15㈬～20㈪
10/15㈬～20㈪
10/22㈬～27㈪

10/29㈬～11/3㈷

【ギャルリVEGA】
●第8回アトリエ“創”作品展
●汪洋 洋画教室展
●塩屋信敏「椿と桜島の作品展」
●アクリル絵画 吉永沙母個展
●第5回佐々木教室絵画展
●江原和足展レールのある風景－昭和の残像－

【開館時間】
　10：00～19：00（最終日は16：00）
【休館日】火曜日
【入館料】無料
【使用料】
〈ギャラリーいけだ〉50,000円（展示販売不
　可）〈ギャルリVEGA〉155,000円（ブロッ
　クの分割使用＝72,000・103,000円＝、展
　示販売も可）
【使用期間】水～翌週月曜日の６日間　
【申し込み】使用希望月の１年前から

使用申し込みは
いけだ市民文化振興財団
（☎750・3333）

あ
る
。
当
時
の
日
本
の
年
平
均
労
働
時
間

は
２
２
０
０
時
間
余
り
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

諸
国
と
比
べ
４
０
０
〜
５
０
０
時
間
長
か

っ
た
。
退
勤
後
の
会
社
仲
間
と
の
付
き
合

い
も
あ
り
、
勢
い
最
終
の
バ
ス
に
乗
り
遅

れ
、
駅
か
ら
団
地
ま
で
登
り
坂
を
歩
く
こ

と
も
あ
っ
た
。あ
る
男
性
は「
せ
や
か
ら
、

平
時
は
ほ
ん
ま
に
、
寝
る
だ
け
や
っ
た
」

「
近
所
の
人
が
ど
う
い
う
方
か
も
知
ら
ん

か
っ
た
」
と
語
る
。

　

団
地
内
の
付
き
合
い
は
主
に
主
婦
が
担

っ
た
。
住
居
棟
の
階
ご
と
に
「
当
番
制
で

お
掃
除
」
を
す
る
の
が
、
付
き
合
い
の
始

ま
り
に
な
っ
た
と
い
う
。
団
地
自
治
会
は

入
居
開
始
の
翌
年
、
１
９
６
０
年
に
作
ら

れ
た
。
旗
振
り
役
は
市
議
会
議
員
の
団
地

住
民
。
自
治
会
役
員
を
長
く
務
め
た
男
性

は
語
る
。「
や
っ
ぱ
り
そ
う
い
っ
た
組
織

を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
地
盤
と

い
う
も
ん
が
ね（
略
）確
立
で
き
る
わ
な
」。

　

自
治
会
の
婦
人
部
が
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク

（
１
９
７
３
年
）
に
際
し
て
物
資
の
ま
と

め
買
い
運
動
を
展
開
。
ま
た
、
自
治
会
は

家
賃
値
上
げ
反
対
や
断
水
防
止
な
ど
の
住

民
運
動
も
活
発
に
行
っ
た
。「
婦
人
会
っ

て
い
う
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
自
治
会
の
中
の

婦
人
部
」「
こ
こ
に
は
婦
人
会
、
な
い
で

す
も
ん
ね
」「（
婦
人
会
と
は
）
全
然
活
動

の
範
囲
が
違
う
か
ら
ね
」。
団
地
の
自
治

活
動
は
、
旧
来
の
地
域
婦
人
会
の
も
の
と

違
う
と
感
じ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
池
田
市
史
編
纂
委
員
会
副
委
員
長
・
芝

村
篤
樹
）

　

問
い
合
わ
せ
は
生
涯
学
習
推
進
課
市
史

編
纂
（
☎
７
５
４
・
６
６
７
４
）

族
は
モ
ダ
ン
で
合
理
主
義
的
な
生
活
感

が
強
か
っ
た
（
青
木
俊
也
『
団
地
２
Ｄ
Ｋ

の
暮
ら
し
』）。

　

１
９
５
９
年

に
入
居
が
始
ま

っ
た
五
月
ヶ
丘

団
地
は
、
予
定

総
戸
数
１
万
５

０
０
０
戸
余
り

の
大
団
地
で
あ

る
。
そ
の
五
月

ヶ
丘
団
地
に
早
く
か
ら
住
ん
で
い
た

方
々
か
ら
、
当
時
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
お
聞

き
し
た（
２
０
０
８
年
10
月
23
日
採
話
）。

　

団
地
生
活
は
「
皆
さ
ん
ね
え
、
憧
れ
て

ま
し
た
で
す
よ
」
と
言
う
だ
け
に
、
入
居

の
競
争
は
激
し
か
っ
た
。
25
回
申
し
込
ん

で
よ
う
や
く
特
別
枠
で
入
れ
た
人
も
い

る
。
多
く
は
大
阪
市
内
に
勤
め
と
住
居
を

持
ち
、
結
婚
や
子
ど
も
の
成
長
を
機
に
、

「
環
境
が
良
い
」「
生
活
の
レ
ベ
ル
が
高

い
」
な
ど
の
動
機
で
五
月
ヶ
丘
団
地
を
め

ざ
し
た
。
当
初
に
入
居
し
た
人
は
バ
ス
の

本
数
が
少
な
い
な
ど
、
生
活
に
不
便
な
と

こ
ろ
も
あ
っ
た
。
し
か
し
団
地
内
に
写
真

屋
か
ら
喫
茶
店
ま
で
そ
ろ
っ
た
ト
ッ
プ

セ
ン
タ
ー
が
で
き
、
幼
稚
園
や
小
学
校
、

診
療
所
も
で
き
た
。
一
応
、
団
地
内
だ
け

で
日
常
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

　

勤
め
人
に
は
、
勤
務
と
通
勤
の
時
間
が

　
「
夫
は
仕
事
、
妻
は
家
事
・
子
育
て
を

行
っ
て
、
豊
か
な
家
族
生
活
を
め
ざ
す
」

（
山
田
昌
弘
『
迷
走
す
る
家
族
』）。
こ
れ

が
高
度
経
済
成
長
期
に
確
立
さ
れ
た
標
準

的
な
家
族
モ
デ
ル
と
い
う
。
夫
は
月
給
取

り
、
妻
は
専
業
主
婦
、
子
ど
も
は
二
人
程

度
の
核
家
族
。
そ
の
子
ど
も
が
「
良
い
学

校
を
出
て
、
良
い
会
社
に
入
る
」
こ
と
が

め
ざ
さ
れ
た
。
１
９
５
５
（
昭
和
30
）
年

に
７
・
９
㌫
で
あ
っ
た
全
国
の
４
年
制
大

学
進
学
率
は
、
１
９
７
５
年
に
は
27
・
２

㌫
に
達
し
た
。
高
等
学
校
進
学
率
は
90
㌫

を
超
え
た
。

　

前
号
で
触
れ
た
団
地
族
は
、
高
度
成
長

期
の
家
族
モ
デ
ル
を
代
表
し
た
。
２
Ｄ
Ｋ

の
間
取
り
に
よ
っ
て
、
食
事
の
場
所
と
寝

る
場
所
を
分
け
、
子
ど
も
部
屋
を
確
保
す

る
の
が
可
能
に
な
っ
た
。
入
居
者
は
20
歳

台
後
半
か
ら
30
歳
台
が
多
く
、
家
賃
は
５

千
円
余
り
、
そ
の
５
・
５
倍
の
収
入
が
入

居
の
条
件
で
、
あ
る
程
度
高
給
取
り
で
あ

る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
朝
は
パ
ン

食
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
意
識
な
ど
、
団
地

家
族
モ
デ
ル
と
団
地

市史編纂だより
さん

111

「
戦
後
」
と
「
戦
後
池
田
」

　
　
　

に
つ
い
て
考
え
る
㉒

五
月
ヶ
丘
団
地
の
暮
ら
し

付
き
合
い
と
自
治
意
識

整然と並ぶ五月ヶ丘団地（1964 年）
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【ギャラリーいけだ】
●出口彰水彩画展
●松村一雄個展“心のふるさとを求め”
●河合絵一・音色画展 E’chi KAWAI Exhibition
●ELAN D’OR 2014 ステンドグラス 律子・美紀展
●たちおか帽子＆由意父娘展

～11/3㈷
11/5㈬～10㈪
11/12㈬～17㈪
11/19㈬～24㉁

11/26㈬～12/1㈪

～11/3㈷
11/5㈬～10㈪
11/12㈬～17㈪
11/12㈬～17㈪
11/19㈬～24㉁

11/26㈬～12/1㈪

【ギャルリVEGA】
●江原和足展レールのある風景－昭和の残像－
●伊藤岳回顧展
●手作り五人展
●想い出の墨彩画展 伊澤友梨
●第９回朝日カルチャー川西教室ボタニカルアート展
●水墨画若狭若州個展 （併設）箕面紅葉会展

【開館時間】
　10：00～19：00（最終日は16：00）
【休館日】火曜日、年末年始
【入館料】無料
【使用料】
〈ギャラリーいけだ〉50,000円（展示販売不
　可）〈ギャルリVEGA〉155,000円（ブロッ
　クの分割使用＝72,000・103,000円＝、展
　示販売も可）
【使用期間】水～翌週月曜日の６日間　
【申し込み】使用希望月の１年前から

使用申し込みは
いけだ市民文化振興財団
（☎750・3333）

童
委
員
も
務
め

た
。
市
主
催
の

行
事
に
婦
人
会

が
踊
り
を
披
露

す
る
。
年
末
の

夜
回
り
、
共
同

募
金
も
。
１
９

６
３
年
の
市
議

会
議
員
選
挙
で

は
、
婦
人
会
を
挙
げ
て
前
任
の
協
議
会

長
・
弓
庭
冨
士
子
を
推
し
、当
選
さ
せ
た
。

行
政
ト
ッ
プ
と
の
つ
な
が
り
も
強
か
っ
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
武
田
義
三
市
長
が

引
退
し
、市
民
病
院
に
入
院
し
た
と
き（
１

９
７
５
年
）、
武
田
か
ら
「
橋
川
さ
ん
、

若
生
が
あ
ん
た
ん
と
こ
で
世
話
に
な
っ
て

ん
ね
ん
な
あ
」
と
感
謝
の
言
葉
を
か
け
ら

れ
た
。
若
生
正
は
、
こ
の
と
き
武
田
の
後

任
と
し
て
市
長
選
挙
を
戦
っ
て
い
た
。
橋

川
の
家
で
、
若
生
選
挙
の
後
援
者
の
た
め

「
御
飯
炊
き
」
を
し
た
こ
と
へ
の
感
謝
で

あ
っ
た
。

　

橋
川
さ
ん
は
自
ら
「
マ
メ
」
と
い
う
。

長
年
の
活
動
が
す
べ
て
メ
モ
さ
れ
て
い

る
。
婦
人
会
指
導
者
と
し
て
の
力
量
は
、

こ
の
几
帳
面
さ
に
加
え
、
大
家
族
の
嫁
の

気
苦
労
が
培
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

（
池
田
市
史
編
纂
委
員
会
副
委
員
長
・
芝

村
篤
樹
）

　

問
い
合
わ
せ
は
生
涯
学
習
推
進
課
市
史

編
纂
（
☎
７
５
４
・
６
６
７
４
）

※
10
月
１
日
号
で
、
五
月
ヶ
丘
団
地
の
予
定

総
戸
数
「
１
万
５
０
０
０
戸
余
り
」
と
あ
る

の
は
、「
約
２
４
０
０
戸
」
の
誤
り
で
し
た

の
で
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　

橋
川
さ
ん
は
、
北
今
在
家
の
農
家
に
嫁

い
だ
。
最
初
の
子
ど
も
が
１
９
４
４
年
に

誕
生
し
た
と
い
う
か
ら
戦
時
中
で
あ
る
。

北
今
在
家
は
高
度
成
長
の
初
期
ま
で
、
ま

だ
農
村
地
帯
で
あ
っ
た
（
連
載
⑭
）。「
そ

こ
（
嫁
ぎ
先
）
は
ね
、ご
っ
つ
い
大
家
族
」

「
兄
弟
６
人
で
し
ょ
、
ほ
ん
で
、
親
い
て

は
る
で
し
ょ
、
お
ば
あ
さ
ん
い
て
は
る
で

し
ょ
、
お
ば
あ
さ
ん
の
妹
が
い
て
は
り
ま

す
ね
ん
」。
大
家
族
の
嫁
に
は
、
大
変
な

気
苦
労
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

そ
ん
な
橋
川
さ
ん
に
、
あ
る
日
、
村
の

有
力
者
が
「
な
ん
や
用
事
が
あ
る
と
か
言

う
て
、呼
び
に
来
て
く
れ
は
り
ま
し
た
」。

北
今
在
家
に
婦
人
会
を
作
る
集
ま
り
だ
っ

た
。
行
く
の
は
嫌
だ
っ
た
が
「
う
ち
の
そ

の
大
き
い
お
ば
あ
さ
ん
ね
」「『
行
け

え
！
』
っ
て
言
う
て
」、
肩
を
押
し
て
く

れ
た
。
そ
れ
で
橋
川
さ
ん
は
、
婦
人
会
に

「
知
ら
ん
間
に
足
つ
っ
こ
ん
で
て
ん
」
と

い
う
次
第
と
な
っ
た
。
婦
人
会
の
中
心
は

地
元
の
「
屋
敷
娘
さ
ん
」、
地
域
に
新
来

の
女
性
は
「
ち
ょ
っ
と
弱
い
」。
当
時
の

状
況
に
つ
い
て
、橋
川
さ
ん
は
そ
う
語
る
。

　

橋
川
さ
ん
の
婦
人
会
で
の
活
動
は
、
多

種
多
様
で
あ
る
。
地
元
の
北
今
在
家
で

は
、
広
場
の
清
掃
や
主
婦
の
へ
そ
く
り
稼

ぎ
の
貯
金
活
動
。
池
田
全
体
で
は
年
に
10

回
開
く
「
婦
人
学
級
」
な
ど
。
協
議
会
の

会
長
就
任
以
後
、
消
費
者
問
題
研
究
会

長
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
役
員
、
民
生
児

　

前
号
で
「（
五
月
ヶ
丘
）
団
地
の
自
治

活
動
は
、
旧
来
の
地
域
婦
人
会
の
も
の
と

違
う
と
感
じ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
」

と
記
し
た
。
で
は
、
地
域
婦
人
会
は
ど
ん

な
団
体
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

  

池
田
市
の
地
域
婦
人
会
の
発
足
は
１
９

５
０
（
昭
和
25
）
年
。
１
９
５
２
年
に
は

全
市
の
連
絡
協
議
会
が
組
織
さ
れ
、
１
９

７
０
年
代
に
名
称
を
池
田
市
地
域
婦
人
団

体
協
議
会
に
改
め
た
。
戦
後
の
地
域
婦
人

会
は
、
占
領
軍
の
指
導
の
も
と
に
組
織
さ

れ
、
池
田
の
地
域
婦
人
団
体
の
結
成
と
拡

大
に
は
、
当
時
の
池
田
市
教
育
課
の
働
き

掛
け
も
あ
っ
た
。

　

橋
川
栄
さ
ん
は
、
１
９
５
５
年
に
北
今

在
家
（
現
豊
島
南
ほ
か
）
の
婦
人
会
長
、

１
９
６
４
年
か
ら
２
０
０
８
（
平
成
20
）

年
ま
で
、
池
田
市
の
地
域
婦
人
会
ト
ッ
プ

の
協
議
会
長
を
務
め
た
人
で
あ
る
。
そ
の

橋
川
さ
ん
の
お
話
し
の
記
録
（
２
０
０
７

年
11
月
19
日
採
話
）
を
も
と
に
、
池
田
市

の
地
域
婦
人
会
の
成
り
立
ち
と
活
動
を
見

て
み
た
い
。

池
田
市
の
地
域
婦
人
会

市史編纂だより
さん

112

「
戦
後
」
と
「
戦
後
池
田
」

　
　
　

に
つ
い
て
考
え
る
㉓

大
家
族
の
嫁
か
ら
婦
人
会
活
動
へ

清
掃
、
婦
人
学
級
、
市
議
会
選
挙

池田駅前で活動中の婦人会（1969年）
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【ギャラリーいけだ】
●たちおか帽子＆由意父娘展
●赤土尚堂・菜香 二人展
 　～書＋ガラスアートのコラボレーション～
●追懐 伊藤岳水彩画展

～12/1㈪

12/3㈬～８㈪
12/10㈬～15㈪

～12/1㈪

12/3㈬～８㈪
12/3㈬～８㈪
12/10㈬～15㈪

12/17㈬～22㈪

【ギャルリVEGA】
●水墨画若狭若州個展 （併設）箕面紅葉会展
●Ki:Ki工房
　山下宏樹・山下マキコ作陶展「テノヒラサイズ」
●松下由典 木の家具・木の小物展
●高城芳治写真展「野鳥彩時季 PartⅡ」
●大阪青山大学・大阪青山短期大学
　第９回「アソビと造形」展

【開館時間】
　10：00～19：00（最終日は16：00）
【休館日】火曜日、12/24㈬～１/5㈪
【入館料】無料
【使用料】
〈ギャラリーいけだ〉50,000円（展示販売不
　可）〈ギャルリVEGA〉155,000円（ブロッ
　クの分割使用＝72,000・103,000円＝、展
　示販売も可）
【使用期間】水～翌週月曜日の６日間　
【申し込み】使用希望月の１年前から

使用申し込みは
いけだ市民文化振興財団
（☎750・3333）

　
伏
尾
台
は
異
な
る
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な

職
業
の
人
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
神
社
も

な
け
れ
ば
、
古
い
慣
習
も
な
い
。「
何
も

な
い
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
る
か
ら
、
逆

か
ら
言
え
ば
み
ん
な
平
等
」。
年
代
も
ほ

ぼ
変
わ
ら
な
い
。「
努
力
し
て
一
緒
に
や

っ
て
い
こ
う
っ
て
い
う
気
持
ち
が
先
に
あ

っ
た
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
」。「
し
な
い
と

何
に
も
無
い
か
ら
」。
自
治
組
織
の
在
り

方
も
少
し
違
う
。
自
治
会
が
地
域
活
動
の

ほ
と
ん
ど
を
担
い
、
婦
人
会
や
衛
生
婦
人

会
、
日
赤
奉
仕
団
な
ど
は
な
い
と
い
う
。

　
大
西
さ
ん
は
子
ど
も
を
私
立
の
保
育
所

に
通
わ
せ
た
が
、
そ
こ
は
「
幼
稚
園
風
」。

発
表
会
な
ど
は
盛
ん
に
や
る
が
、
日
常
生

活
は
ち
ゃ
ん
と
で
き
て
い
な
い
と
感
じ
た
。

そ
こ
で
保
護
者
会
を
作
り
、「
き
ち
ん
と

手
を
洗
わ
し
て
く
だ
さ
い
」「
も
っ
と
タ

オ
ル
を
変
え
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
の
要
求

を
出
し
た
。
小
学
校
の
懇
談
会
で
も
、
保

護
者
か
ら
活
発
に
意
見
が
出
さ
れ
た
。
森

岡
さ
ん
は
、「
自
治
会
な
ん
か
討
論
の
場

み
た
い
な
感
じ
」
と
語
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
す
る
人
た
ち
は
、
積
極
的
に
行
動
し

発
言
す
る
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら

地
域
の
絆
も
生
ま
れ
た
。

　
「
市
民
」
と
い
う
言
葉
が
１
９
６
０
年

代
に
普
及
し
た
。
お
二
人
の
姿
か
ら
、
そ

の
言
葉
が
思
い
浮
か
ぶ
。

（
池
田
市
史
編
纂
委
員
会
副
委
員
長
・
芝

村
篤
樹
）

　
問
い
合
わ
せ
は
生
涯
学
習
推
進
課
市
史

編
纂
（
☎
７
５
４
・
６
６
７
４
）

　
森
岡
民
子
さ
ん
は
１
９
７
７
年
に
伊
丹

市
か
ら
、
大
西
愛
さ
ん
は
１
９
８
３
年
に

大
阪
市
か
ら
伏
尾
台
に
転
居
し
た
。
お
二

人
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
活
動
に
関
わ
っ
た
（
２
０
０
９
年

５
月
27
日
採
話
）。

　
森
岡
さ
ん
が
引
越
し
た
と
き
に
は
、
池

田
の
中
心
街
と
結
ぶ
路
線
バ
ス
も
な
か
っ

た
。
定
員
25
人
の
幼
稚
園
は
お
子
さ
ん
が

一
期
生
。
夕
方
５
時
に
鳴
る
チ
ャ
イ
ム
も

募
金
で
作
る
な
ど
、「
予
算
が
な
か
っ
た

か
ら
手
作
り
」
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
大
西

さ
ん
が
伏
尾
台
に
住
ん
だ
と
き
は
、
造
成

も
大
分
進
み
、
路
線
バ
ス
も
で
き
て
い
た
。

し
か
し
、「
バ
イ
パ
ス
が
無
か
っ
た
ん
で

す
よ
。
そ
れ
で
（
国
道
４
２
３
号
と
１
７

３
号
は
）
必
ず
混
ん
で
た
。
だ
か
ら
降
り

て
、
前
の
バ
ス
に
乗
っ
て
、
で
ま
た
停
滞

し
た
ら
ま
た
降
り
て
、（
池
田
駅
ま
で
）

１
時
間
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
」。
バ

イ
パ
ス
と
し
て
、
阪
神
高
速
道
路
大
阪
池

田
線
の
延
伸
部
が
完
成
し
た
の
は
１
９
９

８
（
平
成
10
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。

　
地
区
内
で
は
、
ゴ
ル
フ
場
に
行
く
車
が

「
バ
ン
バ
ン
通
っ
て
」
危
険
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
母
親
同
士
が
手
を
組
ん
で
「
一
方

通
行
」
を
要
望
し
た
り
、
子
供
の
い
る
家

の
周
辺
を
「
足
型
つ
け
て
家
か
ら
出
る
と

き
は
ス
ト
ッ
プ
、
も
う
少
し
待
ち
ま
し
ょ

う
ね
、
と
か
そ
う
い
う
マ
ー
ク
」
を
付
け

て
回
っ
た
。
手
作
り
の
運
動
会
、
夏
祭
り

も
し
た
。
保
育
所
一
期
生
が
小
学
校
に
上

が
る
こ
ろ
か
ら
、
学
童
保
育
が
始
ま
っ
た
。

　
10
月
号
で
五
月
ヶ
丘
団
地
、
11
月
号
は

地
域
婦
人
会
を
取
り
上
げ
、
高
度
成
長
期

の
新
旧
両
地
域
で
の
地
域
活
動
を
紹
介

し
た
。
こ
の
号
で
は
伏
尾
台
を
見
た
い
。

伏
尾
台
は
１
９
７
２
（
昭
和
47
）
年
に
入

居
が
始
ま
り
、
完
成
し
た
の
は
１
９
８
５

年
。
建
設
の
時
期
は
五
月
ヶ
丘
団
地
に
比

べ
10
～
20
年
後
で
、
ポ
ス
ト
高
度
成
長
期

に
当
た
る
。
阪
急
不
動
産
が
手
が
け
一
戸

建
て
住
宅
、
集
合
住
宅
、
タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス
、

公
共
住
宅
な
ど
多
様
な
住
宅
が
建
設
さ

れ
た
。
保
育
所
や
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
、

高
等
学
校
が
そ
ろ
い
、
大
小
の
公
園
も
整

え
ら
れ
た
。
伏

尾
台
は
、
街
の

中
心
か
ら
離
れ

た
市
域
の
北
西

端
に
あ
る
。
予

定
人
口
は
８
千

～
１
万
人
。
お

そ
ら
く
池
田
市

最
後
の
大
団
地

で
あ
ろ
う
。

池
田
市
最
後
の
大
団
地

市史編纂だより
さん

113

「
戦
後
」
と
「
戦
後
池
田
」

　
　
　
に
つ
い
て
考
え
る
�

も
の
言
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

伏
尾
台
の
生
活
と
地
域
活
動

造
成
が
進
む
伏
尾
台
（
１
９
８
３
年
）
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【ギャラリーいけだ】
●久保義裕「絹絵の世界」展
●「染」山村將嘉・天野朝春二人展
●能面と藍染めによる複合写真展
　「鎮魂（しずめ）の舞」天知輝夫写真展

1/7㈬～12㈷
1/14㈬～19㈪

1/21㈬～26㈪

1/7㈬～12㈷

1/14㈬～19㈪
1/21㈬～26㈪
1/28㈬～2/2㈪

1/28㈬～2/2㈪

【ギャルリVEGA】
●德治昭童画展
“ほっこりワールド”コラボレーション2vol.7
●第15回京都きもの絵師とその仲間達展
●蜻蛉舎 大三元展（写真展）
●Art studio夢工房半蔵作品展
●第12回 大野恵泉作品展
　－歌川広重東海道五拾三次と花鳥画の世界－

【開館時間】
　10：00～19：00（最終日は16：00）
【休館日】～1/５㈪、火曜日
【入館料】無料
【使用料】
〈ギャラリーいけだ〉50,000円（展示販売不
　可）〈ギャルリVEGA〉155,000円（ブロッ
　クの分割使用＝72,000・103,000円＝、展
　示販売も可）
【使用期間】水～翌週月曜日の６日間　
【申し込み】使用希望月の１年前から

使用申し込みは
いけだ市民文化振興財団
（☎750・3333）

　

ま
た
、
市
民
が
作
成
し
た
戦
時
期
の
記

録
と
し
て
、
大
日
本
婦
人
会
活
動
記
録

と
、
入
営
ま
で
の
日
々
を
つ
づ
っ
た
高
等

商
業
学
校
生
の
日
記
を
取
り
上
げ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
記
録
か
ら
当
時
の
市
民
の

あ
り
の
ま
ま
の
声
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

近
代
の
池
田
の
特
徴
の
一
つ
に
、
池
田

の
も
つ
豊
か
な
文
化
性
が
あ
り
ま
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
文
化
活
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
が
、
こ
の
史
料
編
で
は
、
明
治
期
に

池
田
で
創
刊
さ
れ
た
雑
誌
と
新
聞
を
一
つ

ず
つ
紹
介
し
ま
し
た
。『
会
友
文
林
』
は

豊
能
高
等
小
学
校
の
教
師
と
生
徒
ら
に
よ

っ
て
文
章
の
研
さ
ん
が
め
ざ
さ
れ
た
会
誌

で
す
。『
縦
横
新
報
』
は
社
会
主
義
へ
の

共
感
が
打
ち
出
さ
れ
た
地
方
紙
で
す
。
ま

と
ま
っ
て
紙
面
が
紹
介
さ
れ
る
の
は
今
回

が
初
め
て
で
、
今
後
注
目
の
史
料
の
一
つ

で
す
。

　

古
い
史
料
の
中
に
は
墨
で
書
か
れ
、
読

み
に
く
い
も
の
も
多
い
の
で
す
が
、
本
書

で
は
活
字
に
直
し
て
い
ま
す
の
で
、
読
み

や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
史
料
は
歴
史
を

ひ
も
と
く
原
点
、
そ
の
解
釈
は
自
由
で

す
。
史
料
そ
の
も
の
か
ら
池
田
の
歴
史
を

見
つ
め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

図
書
館
本
館
・
石
橋
プ
ラ
ザ
・
市
役
所

の
行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
ご
覧
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
一
度
手
に
と

っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
役
所
な
ど
で

販
売
（
５
０
０
０
円
）
も
し
て
い
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
生
涯
学
習
推
進
課
市
史

編
纂
（
☎
７
５
４
・
６
６
７
４
）

　

史
料
を
通
し
て
、
今
の
池
田
の
姿
の
原

型
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

明
治
の
初
め
、
現
在
の
池
田
市
域
に
は

20
余
り
の
村
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち

七
つ
の
村
で
、
村
の
詳
細
な
調
査
報
告
書

「
村
誌
」が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。「
村
誌
」

は
当
時
の
村
の
様
子
が
分
か
る
一
級
史
料

で
す
。
ま
た
、
明
治
政
府
は
近
代
国
家
建

設
の
た
め
国
民
皆
学
を
め
ざ
し
、
全
国
に

小
学
校
を
設
置
し
ま
し
た
。
池
田
で
も
地

域
の
人
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
小
学
校
が
開

校
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
小
学
校
の
沿
革
誌

も
で
き
る
限
り
収
録
し
ま
し
た
。

　

明
治
末
の
43
（
１
９
１
０
）
年
、
箕
面

有
馬
電
気
軌
道
（
現
阪
急
電
鉄
）
が
梅

田
－

宝
塚
、
石
橋

－

箕
面
間
で
営
業
を

開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
沿
線
で

は
住
宅
開
発
が
進
み
、
特
に
池
田
の
室
町

住
宅
は
有
名
で
す
。
住
宅
と
観
光
の
Ｐ
Ｒ

雑
誌
『
山
容
水
態
』
や
耕
地
整
理
の
記
録

な
ど
か
ら
、
全
国
に
先
駆
け
て
郊
外
住
宅

都
市
へ
変
貌
し
て
い
く
池
田
の
姿
を
う
か

が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
般
的
に
戦
時
下
の
行
政
文
書
は
戦
後

す
ぐ
焼
却
処
分
さ
れ
た
た
め
、
今
日
ま
で

残
る
も
の
は
少
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
幸
い
な
こ
と
に
、
池
田
で
は
幾

つ
か
の
文
書
が
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
ら
の
中
か
ら
防
空
壕
、
勤
労
動
員
、
戦

火
に
よ
る
り
災
者
な
ど
特
に
市
民
生
活
に

関
わ
る
も
の
を
収
録
し
ま
し
た
。

　

史
料
編
と
は
膨
大
な
史
料
の
中
か
ら
特

に
重
要
と
思
わ
れ
る
史
料
を
選
択
し
、
翻

刻
し
て
収
録
し
た
も
の
で
す
。
今
回
刊
行

し
た
『
池
田
市
史
』
史
料
編
⑩
（
近
代
史

資
料
）
は
、
明
治
維
新
か
ら
太
平
洋
戦
争

終
結
ま
で
の
時
期
を
対
象
と
し
、
こ
の
時

代
の
池
田
の
歩
み
を
特
徴
付
け
る
史
料
を

精
選
・
収
録
し
ま
し
た
。

池
田
の
「
ル
ー
ツ
」
を
示
す
史
料

市史編纂だより
さん

114

『
池
田
市
史
』
史
料
編
⑩

　
　
　

近
代
史
資
料
を
刊
行

市
民
の
日
記
や
幻
の
地
方
新
聞
も

ぜ
ひ
市
史
を
ご
覧
く
だ
さ
い
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【ギャラリーいけだ】
●第8回 池田市ゆかりの作家達展「春を待つ」
●水墨画・墨彩画二人展（楠泰雲・國井絹雲）
●中塚モリトシ展（絵画）
●巽和子水彩画展

～2㈪
2/4㈬～9㈪

2/11㈷～16㈪
2/25㈬～3/2㈪

～2/2㈪

～2/2㈪
2/4㈬～9㈪

2/11㈷～16㈪

2/25㈬～3/2㈪

【ギャルリVEGA】
●Art studio夢工房半蔵作品展
●第12回 大野惠泉作品展
　－歌川広重東海道五拾三次と花鳥画の世界－
●2015カルチャーVEGA教室展PART1
●梅花女子大学短期大学部
「生活の美アート展」
●2015カルチャーVEGA教室展PART2

【開館時間】
　10：00～19：00（最終日は16：00）
【休館日】火曜日、2/18㈬～23㈪
【入館料】無料
【使用料】
〈ギャラリーいけだ〉50,000円（展示販売不
　可）〈ギャルリVEGA〉155,000円（ブロッ
　クの分割使用＝72,000・103,000円＝、展
　示販売も可）
【使用期間】水～翌週月曜日の６日間　
【申し込み】使用希望月の１年前から

使用申し込みは
いけだ市民文化振興財団
（☎750・3333）

分
け
る
予
定
で
あ
る
が
、
最
後
の
１
９
７

５
（
昭
和
50
）
年
以
後
の
25
年
の
捉
え
方

に
つ
い
て
は
、
大
い
に
迷
っ
て
い
る
。
高

度
成
長
を
経
て
20
世
紀
末
に
至
る
ま
で

に
、
時
代
は
す
っ
か
り
変
わ
っ
て
し
ま
っ

た
か
ら
で
あ
る
。

　

戦
後
の
特
徴
を
「
成
長
神
話
」
の
継
続

と
す
れ
ば
、
日
本
で
は
１
９
９
０
年
に
そ

れ
は
終
わ
っ
た
。
世
界
的
な
ベ
ス
ト
セ
ラ

ー
の
ト
マ
・
ピ
ケ
テ
ィ『
21
世
紀
の
資
本
』

に
よ
れ
ば
、
第
一
次
世
界
大
戦
（
１
９
１

４
年
）
以
後
の
世
界
は
近
代
史
で
例
外
的

な
時
代
で
あ
っ
て
、
70
年
代
〜
90
年
代
に

顕
著
に
な
っ
た
低
成
長
と
格
差
が
普
通
の

姿
で
は
な
い
か
と
い
う
。
そ
し
て
、
い
か

に
格
差
を
克
服
す
る
か
が
探
ら
れ
て
い

る
。
戦
後
の
国
際
的
枠
組
み
で
あ
っ
た
冷

戦
も
、
１
９
９
０
年
前
後
に
終
了
し
た
。

　

戦
後
は
終
わ
っ
た
の
か
？　

今
の
時

代
、
す
な
わ
ち
現
代
は
90
年
代
か
ら
始
ま

っ
た
の
か
？　

こ
ん
な
迷
い
を
頭
の
隅
に

置
き
な
が
ら
、
史
料
編
の
編
集
と
こ
の
連

載
を
進
め
た
い
。

（
池
田
市
史
編
纂
委
員
会
副
委
員
長
・
芝

村
篤
樹
）

　

問
い
合
わ
せ
は
生
涯
学
習
推
進
課
市
史

編
纂
（
☎
７
５
４
・
６
６
７
４
）

集
作
業
を
し
て
い
る
。
敗
戦
後
か
ら
20
世

紀
末
ま
で
の
池
田
市
資
料
を
収
め
る
。
こ

の
時
代
は
「
現
代
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が

多
い
。
歴
史
の
流
れ
を
古
代
、
中
世
、
近

代
に
大
き
く
区
切
る
や
り
方
は
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
始
ま
っ
た
と
聞

く
。
輝
か
し
い
古
代
、
暗
黒
の
中
世
、
古

代
の
輝
き
を
取
り
戻
し
た
近
代
と
い
う
わ

け
で
あ
る
。
つ
い
こ
の
間
ま
で
は
、
マ
ル

ク
ス
主
義
の
発
展
史
観
の
影
響
も
強
か
っ

た
。
人
類
は
奴
隷
制
の
古
代
、
封
建
制
の

中
世
、
資
本
主
義
の
近
代
、
社
会
主
義
の

現
代
へ
と
発
展
す
る
と
し
た
。

　

し
か
し
、
社
会
主
義
体
制
は
１
９
９
０

年
前
後
に
東
欧
、
ソ
連
と
相
次
い
で
崩
壊

し
た
。「
社
会
主
義
と
は
、
資
本
主
義
か

ら
資
本
主
義
へ
と
続
く
暗
い
ト
ン
ネ
ル
」

と
称
さ
れ
る
始
末
で
あ
る
。
現
代
と
は
単

に
「
今
と
同
じ
時
代
」
と
い
う
こ
と
を
意

味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
代
日
本
を
敗

戦
後
に
始
ま
る
と
す
る
の
は
、
教
科
書
に

も
使
わ
れ
る
多
数
説
で
あ
る
。
日
本
は
戦

後
に
基
本
的
な
世
界
標
準
の
近
代
国
家
・

近
代
社
会
の
体
制
を
整
え
た
の
だ
か
ら
、

確
か
に
戦
後
は
日
本
に
と
っ
て
大
き
な
時

代
の
区
切
り
と
い
え
る
。
制
度
や
人
々
の

心
性
を
含
め
、
戦
前
と
の
連
続
性
が
残
る

と
し
て
も
。

　

池
田
市
史
の
現
代
史
料
編
で
は
、
戦
後

を
敗
戦
と
戦
後
改
革
・
復
興
の
10
年
、
高

度
経
済
成
長
の
20
年
、
そ
の
後
20
世
紀
の

終
わ
る
25
年
と
時
代
の
流
れ
を
大
ま
か
に

　

前
号
の「
わ
が
ま
ち
歴
史
散
歩
」で
は
、

刊
行
し
た
ば
か
り
の
『
池
田
市
史
・
近
代

史
料
編
⑩
』
が
紹
介
さ
れ
た
。
１
８
６
９

〜
１
９
４
５
（
明
治
２
〜
昭
和
20
）
年
に

至
る
池
田
の
近
代
史
資
料
を
収
録
し
た
も

の
で
あ
る
。眺
め
て
見
る
と
、近
代
池
田
、

近
代
日
本
の
移
り
変
わ
り
を
実
感
す
る
。

文
体
に
し
て
も
「
有
之
（
こ
れ
あ
り
）」

と
江
戸
時
代
と
変
わ
ら
な
い
『
村
誌
』
か

ら
、「
で
あ
る
」
と
現
代
文
調
の
「
橋
本

雅
夫
日
記
」
に
ま
で
変
遷
し
て
い
る
。

　

と
い
う
こ
と
で
、「
戦
後
と
戦
後
池
田

を
考
え
る
」
は
一
回
の
お
休
み
を
い
た
だ

い
た
の
だ
が
、
近
代
の
変
遷
を
実
感
し
て

改
め
て
驚
く
の
は
、
そ
の
時
間
が
敗
戦
後

か
ら
今
ま
で
と
ほ
ぼ
同
じ
と
い
う
事
実
で

あ
る
。
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
は
敗
戦

か
ら
70
年
目
。
戊
辰
戦
争
で
の
官
軍
勝
利

か
ら
日
本
の
降
伏
に
よ
る
第
二
次
大
戦
の

終
了
ま
で
と
、
数
年
の
差
で
あ
る
。

　

実
は
目
下
、
史
料
編
⑩
に
続
く
⑪
の
編

近
代
と
戦
後

市史編纂だより
さん
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「
戦
後
」
と
「
戦
後
池
田
」

　
　
　

に
つ
い
て
考
え
る
㉕

現
代
と
近
代

戦
後
の
終
わ
り
？

　
　
　

現
代
の
始
ま
り
？
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【ギャラリーいけだ】
●巽和子水彩画展
●秦井直太郎遺作展
●薄井豊子水彩画展
●安部南利水墨画展
●三谷照男水彩画回顧展4

～2㈪  
3/4㈬～9㈪

3/11㈬～16㈪
3/18㈬～23㈪
3/25㈬～30㈪

～3/2㈪
3/4㈬～3/9㈪
3/11㈭～16㈪
3/18㈬～23㈪
3/18㈬～23㈪
3/25㈬～30㈪

【ギャルリVEGA】
●2015カルチャーVEGA教室展PART2
●第４回「色いろ絵画展」
●いけだ市民文化振興財団常設展
●ステンドグラスELAND’OR2015展
●中塚モリトシ展　花とフランス（Ⅱ）
●手づくり五人展

【開館時間】
　10：00～19：00（最終日は16：00）
【休館日】火曜日
【入館料】無料
【使用料】
〈ギャラリーいけだ〉50,000円（展示販売不
　可）〈ギャルリVEGA〉155,000円（ブロッ
　クの分割使用＝72,000・103,000円＝、展
　示販売も可）
【使用期間】水～翌週月曜日の６日間　
【申し込み】使用希望月の１年前から

使用申し込みは
いけだ市民文化振興財団
（☎750・3333）

ン
ゴ
ル
張
家
口
に
あ
る
旅
団
司
令
部
の
情

報
係
勤
務
を
命
じ
ら
れ
た
。
こ
こ
で
も
持

ち
前
の
熱
心
さ
と
工
夫
で
仕
事
を
こ
な
し

た
。
入
営
時
の
二
等
兵
は
、
翌
年
に
は
伍

長
、
同
42
年
に
軍
曹
、
44
年
に
曹
長
に
昇

っ
て
い
っ
た
。

　

同
44
年
後

半
、「
共
産
ゲ
リ

ラ
の
し
ゅ
ん

動
」
が
激
し
く

な
り
、
情
報
室

に
ゲ
リ
ラ
情
報

収
集
の
拠
点
が

置
か
れ
た
。
そ

こ
で
、
捕
虜
の
取
り
調
べ
も
、
火
攻
め
、

水
攻
め
と
昔
な
が
ら
の
映
画
の
シ
ー
ン
そ

の
も
の
と
な
っ
た
が
、
そ
の
成
果
が
つ
い

に
敵
の
組
織
系
統
図
も
立
派
に
で
き
上
が

る
こ
と
と
な
っ
た
。天
皇
の「
玉
音
放
送
」

後
、
つ
ま
り
敗
戦
す
ぐ
後
の
８
月
19
日

に
、
ソ
連
軍
が
響
兵
団
の
陣
地
に
押
し
寄

せ
た
。
猛
攻
に
耐
え
て
陣
地
を
も
ち
こ
た

え
、
そ
の
間
に
居
留
民
も
軍
隊
も
窮
地
を

脱
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
村
田
元
議
員
の
戦
争
体

験
は
模
範
的
下
士
官
の
成
功
物
語
で
あ
っ

た
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
の
苦
労
と
こ
の
戦

争
体
験
は
、
後
の
政
治
家
・
村
田
登
美
男

元
議
員
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
を
形
作
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

（
池
田
市
史
編
纂
委
員
会
副
委
員
長
・
芝

村
篤
樹
）

　

問
い
合
わ
せ
は
生
涯
学
習
推
進
課
市
史

編
纂
（
☎
７
５
４
・
６
６
７
４
）

げ
た
い
。
村
田
元
議
員
は
、『
ひ
び
き

（
響
）』
と
題
す
る
手
記
を
公
に
し
て
い

る
（
１
９
８
５
年
刊
）。
そ
の
手
記
に
よ

っ
て
、
人
生
航
路
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
。

　

誕
生
し
た
の
は
、１
９
１
８（
大
正
７
）

年
西
市
場
（
現
豊
島
北
一
丁
目
）
に
お
い

て
で
あ
る
。
そ
こ
は
村
役
場
な
ど
の
あ
る

北
豊
島
村
の
中
心
で
、
周
り
に
は
田
園
風

景
が
広
が
っ
て
い
た
。
大
工
の
棟
梁
の
父

は
、
小
学
４
年
生
の
と
き
に
大
き
な
借
金

を
残
し
て
亡
く
な
っ
た
。
家
計
を
助
け
る

た
め
に
新
聞
配
達
を
し
、
進
学
を
あ
き
ら

め
小
学
校
高
等
科
か
ら
夜
間
の
大
阪
工
科

学
校
に
通
っ
た
。

　

生
活
に
追
わ
れ
な
が
ら
も
子
ど
も
の
こ

ろ
か
ら
、「
組
織
つ
く
り
が
好
き
で
あ
っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
回
顧
し
て
い

る
。
小
学
５
年
生
で
幼
童
会
と
い
う
会
を

作
っ
て
会
長
に
な
り
、
勉
強
会
や
祭
り
の

子
ど
も
太
鼓
を
始
め
た
り
し
た
。
長
じ
て

は
青
年
団
団
長
と
し
て
、
祭
り
や
盆
踊
り

を
仕
切
っ
た
。

　

１
９
４
０
（
昭
和
15
）
年
１
月
、
軍
隊

に
入
営
し
た
。
派
遣
先
は
酷
寒
の
内
モ
ン

ゴ
ル
で
あ
る
。
所
属
は
「
響
五
三
三
二
部

隊
」、手
記
の
表
題
『
ひ
び
き
（
響
）』
は
、

こ
こ
に
由
来
す
る
。
入
営
後
の
激
し
い
新

兵
教
育
も
、「
さ
ほ
ど
つ
ら
い
と
は
思
わ

な
か
っ
た
」。
上
官
か
ら
「
君
は
軍
隊
に

適
し
て
い
る
と
思
う
の
で
下
士
候
を
志
願

し
て
み
て
は
」
と
勧
め
ら
れ
、
エ
リ
ー
ト

養
成
の
教
導
隊
に
派
遣
さ
れ
た
。

　

教
導
隊
を
終
え
、
同
41
年
６
月
に
内
モ

　

去
年
の
１
年
間
、
こ
の
連
載
で
は
１
９

５
５
（
昭
和
30
）
年
に
始
ま
る
高
度
経
済

成
長
に
よ
っ
て
、
池
田
市
の
姿
が
す
っ
か

り
変
わ
っ
て
い
く
様
子
を
見
た
。
社
会
の

大
変
容
は
日
本
全
体
に
起
こ
っ
た
ば
か
り

か
、
世
界
的
な
現
象
で
あ
っ
た
。
戦
後
70

年
を
迎
え
る
今
年
も
、
引
き
続
き
こ
の
時

期
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

今
回
か
ら
数
回
、
高
度
経
済
成
長
期
に

市
議
会
議
員
と
し
て
活
躍
し
た
３
人
の
人

物
を
追
っ
て
み
よ
う
と
思
う
。
地
域
リ
ー

ダ
ー
の
人
物
像
に
は
、
何
ほ
ど
か
そ
の
地

域
社
会
の
実
情
が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
で

あ
ろ
う
。
言
う
ま
で
も
無
く
、
３
人
の
人

物
を
描
い
て
地
域
社
会
の
全
貌
を
う
か
が

え
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
こ
れ
ら
の
人
た

ち
が
高
度
経
済
成
長
期
の
最
も
代
表
的
な

市
議
会
議
員
だ
と
断
定
は
で
き
な
い
。
し

か
し
、
こ
の
時
期
を
考
え
る
上
で
、
興
味

深
い
存
在
で
あ
る
の
は
確
か
で
あ
る
。

　　

最
初
に
村
田
登
美
男
元
議
員
を
取
り
上

地
域
リ
ー
ダ
ー
の
軌
跡

市史編纂だより
さん
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「
戦
後
」
と
「
戦
後
池
田
」

　
　
　

に
つ
い
て
考
え
る
㉖

『
ひ
び
き
（
響
）』

模
範
的
下
士
官
の
戦
争
体
験
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【ギャラリーいけだ】
●野上浩司絵画展
●明河喜三郎写真展「楽園」
●白井武志水彩画展
●“おーい雲'15”碇貴代司パステル画展
●長井正義・森邦彦二人展（絵画）

4/1㈬～6㈪
4/8㈬～13㈪
4/15㈬～20㈪
4/22㈬～27㈪
4/29㈷～5/4㈷

4/1㈬～6㈪
4/1㈬～6㈪
4/8㈬～13㈪
4/8㈬～13㈪
4/15㈬～20㈪
4/22㈬～27㈪
4/22㈬～27㈪
4/29㈷～5/4㈷

【ギャルリVEGA】
●2015カルチャーVEGA教室展PART3（フラワーアレンジ）
●木と布 手仕事の仲間展
●2015カルチャーVEGA教室展PART4（絵画）
●内田雅作陶展
●TERI'Sバッグ教室作品展PART6
●見野大介陶芸展
●奈良逸品家具
●長井正義・森邦彦絵画合同教室展

【開館時間】
　10：00～19：00（最終日は16：00）
【休館日】火曜日
【入館料】無料
【使用料】
〈ギャラリーいけだ〉50,000円（展示販売不
　可）〈ギャルリVEGA〉155,000円（ブロッ
　クの分割使用＝72,000・103,000円＝、展
　示販売も可）
【使用期間】水～翌週月曜日の６日間　
【申し込み】使用希望月の１年前から

使用申し込みは
いけだ市民文化振興財団
（☎750・3333）

プ
当
選
、
２
期
目
な
が
ら
市
議
会
副
議
長

に
就
任
し
た
。
１
９
６
３
年
選
挙
の
当
選

後
に
は
市
議
会
議
長
に
就
い
た
。
１
９
６

７
年
選
挙
に
当
選
後
の
１
９
７
１
年
に
、

大
阪
府
議
会
選
挙
に
池
田
市
選
挙
区
か
ら

立
候
補
し
た
が
落
選
。
そ
れ
を
機
に
市
政

界
を
引
退
し
た
が
、
池
田
商
工
会
議
所
副

会
頭
を
務
め
る
な
ど
経
済
界
で
の
活
躍
は

続
い
た
。

　

村
田
登
美
男
元
市
議
会
議
員
の
半
生
を

見
て
印
象
深
い
の
は
、
戦
前
と
戦
後
を
通

じ
た
生
き
方
の
共
通
性
で
あ
る
。
ど
ん
な

仕
事
も
こ
な
す
熱
心
さ
、
軍
隊
の
た
め
で

あ
れ
地
域
の
た
め
で
あ
れ
働
く
精
力
ぶ
り
、

仲
間
内
の
人
間
関
係
を
保
つ
世
話
役
と
し

て
の
力
量
。
そ
れ
は
軍
隊
で
は
有
能
な
下

士
官
の
役
割
を
果
た
し
、
戦
後
で
は
地
縁

を
頼
り
に
市
議
会
議
員
に
当
選
し
て
活
躍

す
る
源
泉
で
あ
っ
た
。
高
度
経
済
成
長
期

に
池
田
市
議
会
の
一
方
を
構
成
し
た
の
は
、

多
か
れ
少
な
か
れ
戦
前
・
戦
後
を
こ
の
よ

う
に
生
き
抜
い
た
人
た
ち
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
、
顔
な
じ
み
の
支
持
だ
け
で
な
く
、

業
界
団
体
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
組
織
化
さ
れ
た

地
縁
を
政
治
地
盤
に
し
た
村
田
元
議
員
の

場
合
、
後
に
見
る
よ
う
に
次
第
に
組
織
選

挙
の
様
相
を
濃
く
し
た
高
度
経
済
成
長
期

に
お
け
る
池
田
市
議
会
の
傾
向
を
先
取
り

す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

（
池
田
市
史
編
纂
委
員
会
副
委
員
長
・
芝

村
篤
樹
）

　

問
い
合
わ
せ
は
生
涯
学
習
推
進
課
市
史

編
纂
（
☎
７
５
４
・
６
６
７
４
）

員
し
た
青
年
た
ち
で
あ
っ
た
。
共
催
と
い

い
な
が
ら
役
員
は
何
一
つ
手
伝
わ
な
か
っ

た
と
い
う
の
が
青
年
た
ち
の
不
満
で
あ
る
。

調
停
を
引
き
受
け
た
村
田
元
議
員
は
、
そ

の
不
満
は
「
至
極
も
っ
と
も
」
と
し
て
青

年
団
か
ら
一
任
を
取
り
付
け
、
役
員
と
話

し
合
っ
た
。「
戦
后
の
荒
ん
だ
青
年
達
の

気
持
ち
を
汲
ん
で
い
た
だ
き
、
大
先
輩
の

皆
さ
ん
は
若
い
人
達
を
育
て
て
も
ら
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
話
し
、
役
員
も
納

得
し
「
円
満
無
事
に
解
決
」
し
た
。

　

こ
の
ト
ラ
ブ
ル
を
契
機
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

厚
生
委
員
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

運
動
会
や
バ
ザ
ー
を
開
催
し
て
う
ど
ん
、

ぜ
ん
ざ
い
、
す
し
な
ど
を
販
売
し
、
そ
の

利
益
で
給
食
室
を
建
て
た
り
、
理
科
教
材

な
ど
を
調
達
し
て
父
兄
や
先
生
か
ら
喜
ば

れ
た
と
い
う
。
市
議
会
議
員
に
保
守
系
無

所
属
と
し
て
立
候
補
し
た
の
は
１
９
５
５

年
４
月
で
あ
る
。
周
辺
の
「
力
強
き
支
援

を
得
て
」
９
位
で
当
選
し
た
。
折
か
ら
高

度
経
済
成
長
が
始
ま
っ
て
い
た
。

　

次
回
の
選
挙
で
は
、
池
田
市
議
会
選
挙

で
初
め
て
千
票
を
超
え
る
票
を
得
て
ト
ッ

　

前
号
に
続
き
、「
ひ
び
き
（
響
）」
に
よ

っ
て
村
田
登
美
男
元
市
議
会
議
員
の
歩
み

を
た
ど
る
。

　

軍
隊
か
ら
復
員
し
た
の
は
１
９
４
６ 

（
昭
和
21
）
年
３
月
。
敗
戦
に
伴
う
混
乱

の
な
か
、
生
き
る
た
め
の
闘
い
が
始
ま
る
。

梅
田
の
闇
市
で
芋
飴
を
売
り
、
配
給
米
の

精
米
、
ナ
ン
バ
粉
（
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
粉
）

の
せ
ん
べ
い
焼
き
で
稼
い
だ
。
次
に
配
給

パ
ン
取
り
扱
い
店
を
開
き
、
豆
腐
製
造
業

を
始
め
た
。
戦
時
中
に
結
婚
し
、
二
人
の

子
ど
も
を
抱
え
て
の
生
活
で
あ
る
。

　

少
し
余
裕
の
出
始
め
た
33
歳
の
こ
ろ
、

頼
ま
れ
て
大
阪
府
豆
腐
油
揚
商
協
同
組
合

の
専
務
理
事
を
引
き
受
け
た
。
地
域
で
の

活
動
に
一
歩
を
踏
み
出
し
た
の
で
あ
る
。

１
９
５
２
〜
５
３
年
の
こ
ろ
、
地
元
の
北

豊
島
小
学
校
で
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
青
年
団
が
共
催
し
て
盆
踊
り
を

開
催
し
た
と
こ
ろ
、
青
年
団
の
不
満
が
爆

発
し
た
と
い
う
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
は
年
配
者
、

青
年
団
メ
ン
バ
ー
は
第
一
線
部
隊
か
ら
復

戦
後
の
地
域
活
動

市史編纂だより
さん
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「
戦
後
」
と
「
戦
後
池
田
」

　
　
　

に
つ
い
て
考
え
る
㉗

市
議
会
議
員
へ
の
道

組
織
化
さ
れ
た
地
縁

五月ヶ丘団地内商業施設開業記念
祝賀会（右から 3人目、1961 年）
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【ギャラリーいけだ】
●長井正義・森邦彦二人展（絵画）
●一氏法香墨画展
●造形作家西村滋作品展
●井上浩三陶展
●KIMONO:ビフォア/After（ジュディス･リッター）

～5/4㈷
5/6㉁～11㈪
5/13㈬～18㈪
5/20㈬～25㈪
5/27㈬～6/1㈪

～5/4㈷
5/6㉁～11㈪
5/6㉁～11㈪
5/13㈬～18㈪
5/20㈬～25㈪

5/27㈬～6/1㈪

【ギャルリVEGA】
●長井正義・森邦彦合同絵画教室展
●河野俊也個展（絵画）
●墨の調べ三人展（墨画）
●2015ザ・スペース小品展（絵画）
●ひじり会展（絵画）
●大阪空港カルチャースクール
　箕面駅前スクール第13回展（絵画）

【開館時間】
　10：00～19：00（最終日は16：00）
【休館日】火曜日
【入館料】無料
【使用料】
〈ギャラリーいけだ〉50,000円（展示販売不
　可）〈ギャルリVEGA〉155,000円（ブロッ
　クの分割使用＝72,000・103,000円＝、展
　示販売も可）
【使用期間】水～翌週月曜日の６日間　
【申し込み】使用希望月の１年前から

使用申し込みは
いけだ市民文化振興財団
（☎750・3333）

た
。
村
上
高
信
教
頭
で
あ
る
。
村
上
は
、

池
田
の
先
生
を
集
め
て
第
三
木
曜
日
に
会

合
を
持
つ
三
木
会
を
主
宰
し
て
い
た
。
20

人
程
度
の
参
加
者
で
、
奥
村
元
議
員
も
参

加
し
た
。

　

同
会
に
つ
い
て
、
後
に
村
上
自
身
が
語

っ
て
い
る
。「
戦
中
は
、
教
師
に
も
、
丸

刈
り
と
国
民
服
が
強
要
さ
れ
た
」。
し
か

し
、
そ
れ
に
従
わ
な
か
っ
た
。「
反
戦
思

想
と
い
う
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
不
合
理
に

対
し
て
、
合
理
主
義
で
抵
抗
し
た
」「
向

学
心
に
燃
え
、
真
理
の
追
求
と
い
う
こ
と

で
」
三
木
会
と
い
う
学
習
会
を
も
っ
た

（『
池
教
組
35
年
の
た
た
か
い
』）。

　

奥
村
元
議
員
は
、「
村
上
さ
ん
の
考
え

方
に
、非
常
に
（
影
響
を
）
受
け
て
ま
す
」

と
話
し
て
い
る
。
し
か
し
教
師
勤
め
を
始

め
て
半
年
も
経
た
な
い
１
９
４
４
年
３
月
、

軍
隊
に
入
営
し
た
。
敗
戦
を
告
げ
る
「
玉

音
放
送
」
は
、
和
歌
山
市
の
外
れ
の
「
ど

っ
か
の
学
校
の
運
動
場
か
な
ん
か
で
」
聞

い
た
。「
ま
あ
、
し
ゃ
あ
な
い
な
ぁ
、
と

思
っ
て
た
。こ
ん
な
も
ん
や
ろ
と
思
て
た
」。

敗
戦
の
感
想
は
冷
め
て
い
る
。
村
上
と
の

出
会
い
や
三
木
会
へ
の
参
加
に
よ
っ
て
、

も
と
も
と
戦
争
に
批
判
的
だ
っ
た
か
ら
で

あ
ろ
う
。
前
号
ま
で
に
見
た
村
田
登
美
男

元
議
員
と
は
違
っ
た
意
味
で
、
奥
村
元
議

員
の
戦
前
と
戦
後
は
連
続
し
て
い
た
。

（
池
田
市
史
編
纂
委
員
会
副
委
員
長
・
芝

村
篤
樹
）

　

問
い
合
わ
せ
は
生
涯
学
習
推
進
課
市
史

編
纂
（
☎
７
５
４
・
６
６
７
４
）

全
学
連
、
共
産
党
な
ど
で
あ
る
。
清
水
は
、

運
動
は
団
体
中
心
に
展
開
さ
れ
た
が
、
そ

の
主
張
を
受
け
入
れ
る
広
範
な
国
民
の
存

在
が
あ
っ
た
と
述
べ
る
。

　

し
か
し
、
１
９
６
０
年
の
反
安
保
闘
争

後
に
国
民
運
動
は
退
潮
し
た
。
経
済
が
急

成
長
す
る
な
か
、
組
織
の
分
裂
と
国
民
の

脱
革
新
化
が
進
行
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の

た
だ
中
清
水
は
革
新
勢
力
が
戦
後
に
「
定

着
し
、
そ
こ
を
居
食
い
し
続
け
て
い
て
良

い
も
の
か
ど
う
か
」
と
問
う
て
い
る
。
戦

後
体
験
に
安
住
し
続
け
る
こ
と
へ
の
反
省

と
警
告
で
あ
ろ
う
。
半
世
紀
後
の
今
日
、

そ
の
言
葉
は
改
め
て
新
鮮
に
感
じ
ら
れ
る
。

　

奥
村
靖
一
元
議
員
は
、
革
新
勢
力
か
ら

池
田
市
議
会
に
デ
ビ
ュ
ー
し
、
や
が
て
何

度
も
議
長
に
就
く
な
ど
、
有
力
議
員
と
し

て
活
躍
し
た
人
で
あ
る
。
奥
村
元
議
員
に

は
２
０
０
７
（
平
成
19
）
年
に
会
い
、
回

顧
談
を
伺
っ
た
。
そ
の
記
録
な
ど
か
ら
戦

中
の
奥
村
元
議
員
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

　

当
時
、
池
田
に
あ
っ
た
大
阪
第
二
師
範

学
校
（
現
大
阪
教
育
大
学
）
を
卒
業
し
た

の
が
、
１
９
４
３
（
昭
和
18
）
年
で
あ
る
。

そ
れ
に
つ
い
て
は
、「
師
範
学
校
い
う
た

ら
だ
い
た
い
銭
い
ら
な
ん
だ
」「
学
校
の

先
生
さ
せ
と
い
た
ら
兵
隊
に
行
か
ん
で
え

え
と
親
思
っ
た
ん
や
ろ
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

師
範
学
校
卒
業
後
、
最
初
に
勤
め
た
の

は
、
池
田
市
の
昭
和
国
民
学
校
で
あ
っ
た
。

戦
局
が
次
第
に
不
利
に
傾
き
、
軍
国
主
義

が
一
層
狂
気
を
帯
び
た
頃
で
あ
る
。
そ
ん

な
中
、
職
場
で
運
命
的
な
出
会
い
が
あ
っ

　
「
戦
後
革
新
勢
力
」
と
い
う
言
葉
は
、

も
う
死
語
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
清
水

慎
三
『
戦
後
革
新
勢
力
』
が
そ
の
成
立
・

変
遷
の
プ
ロ
セ
ス
を
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。

た
だ
し
、
本
の
刊
行
は
１
９
６
６
（
昭
和

41
）
年
で
約
半
世
紀
前
で
あ
る
。

　

戦
後
の
保
守
政
権
の
路
線
に
対
抗
し
た

の
が
革
新
勢
力
と
い
え
る
。
例
え
ば
保
守

政
権
が
実
施
し
た
片
面
講
和
に
対
し
全
面

講
和
、ア
メ
リ
カ
と
の
同
盟（
安
保
条
約
）

に
対
し
中
立
、
再
軍
備
に
対
し
非
武
装
、

「
逆
コ
ー
ス
」
に
対
し
民
主
主
義
擁
護
な

ど
。

　

戦
後
革
新
勢
力
を
支
え
た
の
は
、
戦
争

体
験
と
戦
後
改
革
に
よ
る
民
主
化
の
体
験

で
あ
る
。
１
９
５

０
年
か
ら
の
復
興

期
以
後
に
、
こ
の

戦
後
体
験
を
バ
ネ

に
し
て
国
民
運
動

が
高
ま
っ
た
。
運

動
を
担
っ
た
の
が
、

総
評
・
社
会
党
や

戦
後
革
新
勢
力

市史編纂だより
さん
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「
戦
後
」
と
「
戦
後
池
田
」

　
　
　

に
つ
い
て
考
え
る
㉘

三さ
ん
も
く
か
い

木
会
へ
の
参
加

敗
戦
体
験

都市提携調印式（右端、1965年）
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和
国
民
学
校
保
護
者
会
の
会
長
が
武
田
で
、

出
征
す
る
際
に
見
送
り
に
来
て
「
先
生
死

ん
だ
ら
あ
き
ま
へ
ん
で
」
と
励
ま
し
て
く

れ
た
。
ま
た
、
１
９
４
７
年
の
武
田
初
出

馬
の
市
長
選
の
と
き
、
池
教
組
は
「
そ
の

革
新
的
体
質
を
評
価
し
て
」
武
田
を
推
薦

し
た
と
い
う
（
奥
村
著
『
歩
み
』）。

　

そ
の
後
、
１
９
８
３
年
ま
で
９
期
連
続

当
選
し
、
１
９
５
７
年
市
議
会
副
議
長
、

１
９
５
９
年
に
は
社
会
党
と
し
て
初
め
て

の
議
長
に
就
任
し
た
。
議
長
に
は
、
１
９

８
０
年
ま
で
５
度
選
出
さ
れ
た
。
奥
村
元

議
員
は
武
田
市
長
と
の
親
密
ぶ
り
を
「
市

会
終
わ
る
ご
と
に
一
杯
一
緒
に
飲
み
に
行

っ
た
り
。
人
も
誰
も
入
れ
ん
と
、
二
人
だ

け
で
一
杯
一
緒
に
飲
み
ま
し
た
」
と
話
し

て
い
る
。

　

高
度
経
済
成
長
期
に
奥
村
元
議
員
は
、

武
田
市
長
を
支
え
る
最
有
力
の
議
員
に
な

っ
た
。
そ
の
最
中
の
１
９
７
０
年
７
月
、

社
会
党
を
離
党
し
た
。
離
党
の
理
由
は
、

党
の
利
益
、
党
勢
の
発
展
よ
り
、
市
民
の

利
益
、
市
勢
の
発
展
を
「
最
優
先
に
考
え

ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
思
う
に
至
っ
た
か
ら
と

い
う
（『
池
田
新
聞
』）。

　

社
会
党
は
、
戦
後
革
新
勢
力
の
要
で
あ

っ
た
。
高
度
成
長
期
を
迎
え
、
奥
村
元
議

員
の
革
新
の
立
場
に
揺
ら
ぎ
が
生
じ
た
の

だ
ろ
う
か
。

　
（
池
田
市
史
編
纂
委
員
会
副
委
員
長
・

芝
村
篤
樹
）

　

問
い
合
わ
せ
は
生
涯
学
習
推
進
課
市
史

編
纂
（
☎
７
５
４
・
６
６
７
４
）

ら
へ
』と
い
っ
て
、平
場
へ
案
内
し
た
」「
組

合
は
、
世
の
中
を
変
え
る
も
の
だ
と
実
感

し
た
」。
そ
の
と
き
組
合
青
年
部
長
の
奥

村
元
議
員
が
、
そ
う
回
顧
し
て
い
る
（
前

掲
）。
当
時
は
校
長
も
組
合
員
だ
っ
た
が
、

組
合
員
と
し
て
は
平
教
員
と
平
等
と
考
え
、

校
長
は
上
と
の
「
い
つ
も
の
よ
う
」
な
序

列
を
変
え
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
下
か
ら
の

民
主
改
革
の
息
吹
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

戦
後
２
回
目
と
な
る
池
田
市
議
会
議
員

選
挙
が
、
１
９
５
１
年
４
月
に
行
わ
れ
た
。

奥
村
元
議
員
は
池
教
組
推
薦
候
補
と
し
て

見
事
当
選
を
果
た
し
た
。
同
じ
選
挙
で
、

森
田
シ
ズ
が
女
性
議
員
、
西
野
恒
次
郎
が

共
産
党
議
員
と
し
て
初
め
て
市
議
会
に
登

場
し
、
西
野
議
員
26
歳
、
奥
村
と
原
田
孝

議
員
の
27
歳
な
ど
若
手
が
台
頭
し
た
。

　

奥
村
元
議
員
は
選
挙
に
つ
い
て
、
池
教

組
推
薦
な
の
で
「
近
所
の
人
に
世
話
に
な

っ
た
こ
と
な
い
」「
と
り
あ
え
ず
は
無
所

属
で
出
ま
し
た
け
ど
も
、
社
会
党
で
出
て

ま
し
た
」
と
語
っ
て
い
る
。
そ
の
後
も
長

く
、
池
教
組
推
薦
、
社
会
党
会
派
の
中
心

と
し
て
高
位
当
選
を
重
ね
た
。　

　

当
時
の
社
会
党
会
派
は
少
な
く
と
も
非

与
党
で
あ
っ
た
。
１
９
５
３
年
３
月
の
市

議
会
に
、
奥
村
元
議
員
が
提
案
者
と
な
っ

て
社
・
共
両
会
派
が
、
市
議
会
に
武
田
義

三
市
長
不
信
任
案
を
提
出
し
て
い
る
。
圧

倒
的
な
多
数
を
占
め
る
与
党
会
派
に
よ
っ

て
否
決
さ
れ
た
の
だ
が
。

　

と
は
い
え
、
奥
村
元
議
員
は
戦
中
か
ら

武
田
市
長
と
親
し
い
間
柄
で
あ
っ
た
。
昭

　

奥
村
靖
一
元
議
員
に
つ
い
て
、
前
号
に

続
い
て
見
て
い
き
た
い
。

　

１
９
４
６
（
昭
和
21
）
年
４
月
、
池
田

市
教
員
組
合
（
以
下
、
池
教
組
）
が
産
声

を
上
げ
た
。
中
心
に
な
っ
た
の
が
北
豊
島

小
学
校
校
長
の
荒
木
正
三
郎
と
前
号
で
触

れ
た
三
木
会
（
さ
ん
も
く
か
い
）
の
主
宰

者
・
村
上
高
信
で
あ
る
。

　

村
上
は
三
木
会
の
参
加
者
が
「
後
の
組

合
づ
く
り
の
主
要
な
メ
ン
バ
ー
と
な
っ

た
」
と
語
っ
て
い
る
（『
池
教
組
35
年
の

た
た
か
い
』）。
三
木
会
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ

た
奥
村
元
議
員
も
、
軍
隊
か
ら
復
員
し
て

す
ぐ
に
昭
和
国
民
学
校
に
復
職
し
、
池
教

組
結
成
の
活
動
に
奔
走
し
た
。

　

組
合
の
結
成
大
会
当
日
の
こ
と
。「
校

長
さ
ん
た
ち
は
、

い
つ
も
の
よ
う
に

壇
上
に
座
ろ
う
と

さ
れ
た
の
で
」「『
そ

こ
は
執
行
委
員
が

座
る
と
こ
ろ
で
す
。

校
長
先
生
は
こ
ち

下
か
ら
の
民
主
化

市史編纂だより
さん
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「
戦
後
」
と
「
戦
後
池
田
」

　
　

     

に
つ
い
て
考
え
る
㉙

市
議
会
議
員
へ

【ギャラリーいけだ】
●KIMONO:ビフォア/After（ジュディス･リッター）
●山路均 第7回油彩展
●中川洋一個展（絵画）
●前田浩 風景画展
●美濃益子・阪口則子 絵画展

～6/1㈪
6/3㈬～8㈪

6/10㈬～15㈪
6/17㈬～22㈪
6/24㈬～29㈪

～6/1㈪
6/3㈬～8㈪

6/10㈬～15㈪
6/17㈬～22㈪
6/17㈬～22㈪
6/24㈬～29㈪

【ギャルリVEGA】
●大阪空港カルチャースクール
　箕面駅前スクール第13回展（絵画）
●キルティングikkoのパッチワーク展
●グループ“らふ”第32回クロッキー展
●アートスペース半蔵 作品展
●第９回生陶衆啓 作陶展
●第39回近代日本美術協会大阪支部小品展（絵画）

【開館時間】
　10：00～19：00（最終日は16：00）
【休館日】火曜日
【入館料】無料
【使用料】
〈ギャラリーいけだ〉50,000円（展示販売不
　可）〈ギャルリVEGA〉155,000円（ブロッ
　クの分割使用＝72,000・103,000円＝、展
　示販売も可）
【使用期間】水～翌週月曜日の６日間　
【申し込み】使用希望月の１年前から

使用申し込みは
いけだ市民文化振興財団
（☎750・3333）

高
成
長
と
革
新
の
立
場

昭和国民学校があった池田中学校


